
国
保
の
広
域
化
に
よ
り

２
０
１
８
年
度
は
さ
ら
な
る
負
担
増
に

今
回
の
引
き
上
げ
は
、
国
保
の

「
広
域
化
」
方
針
が
示
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
一
般
財
源
の
繰
り
入

れ
割
合
を
毎
年
縮
小
さ
せ
、
16
年

度
は
一
般
財
源
か
ら
繰
り
入
れ
る
割
合
を
33
％
に
縮

小
し
、
さ
ら
に
17
年
度
は
25
％
に
縮
小
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

23
区
で
は
国
保
料
額
を
抑
制
す
る
た
め
、
制
度
上

は
保
険
料
で
賄
う
高
額
療
養
費
を
、
全
額
一
般
財
源

を
繰
り
入
れ
区
民
の
負
担
を
抑
え
て
き
ま
し
が
、
広

域
化
の
２
０
１
８
年
度
に
は
残
り
25
％
の
繰
り
入
れ

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
か
ら
、
大
幅
な
値
上
げ
に
な
る

こ
と
は
必
至
で
す
。

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）
３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です

日本共産党中央区議会議員
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日本共産党中央区議団ニュース

３
月
30
日
、
区
議
会
第
１
回
定
例
会
（
会

期
２
月
28
日
よ
り
３
月
30
日
）
が
閉
会
し
ま

し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
２
０
１
７
年
度

の
「
中
央
区
国
民
健
康
保
険
料
」
を
一
人
当

た
り
９
、
４
４
７
円
と
、
大
幅
に
引
き
上
げ

る
条
例
が
、
日
本
共
産
党
を
除
く
賛
成
多
数

で
決
ま
り
ま
し
た
。

受
診
抑
制
広
げ
る
負
担
増

23
区
の
国
保
は
、
運
営
は
各
区
で
行
い
ま

す
が
、
国
保
料
（
介
護
分
を
除
く
）
は
23
区

で
統
一
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
基
礎
賦

課
（
医
療
）
分
の
所
得
割
を
１
０
０
分
の
６
・

８
６
か
ら
１
０
０
分
の
７
・
４
７
に
引
き
上

げ
、
加
入
者
一
人
一
人
が
支
払
う
均
等
割
り

は
３
５
、
４
０
０
円
を
３
８
、
４
０
０
円
に

改
め
。
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
、
所
得
割

は
１
０
０
分
の
２
・
０
２
か
ら
１
０
０
分
の

１
・
９
６
に
下
げ
ま
す
が
、
均
等
割
は
１
０
、

８
０
０
円
か
ら
１
１
、
１
０
０
円
に
３
０
０

円
引
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
中
央
区
で
は
、
国
民
健
康
保

険
料
が
ひ
と
り
あ
た
り
９
、
４
４
７
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
１
３
８
、
９
１
３
円
に
も
な
り

ま
す
。
７
・
３
％
も
の
負
担
増
に
な
り
、
過

去
５
年
間
で
額
、
率
と
も
最
高
の
上
げ
幅
で

す
。
さ
ら
に
40
歳
か
ら
64
歳
を
対
象
に
介
護

納
付
金
が
１
、
２
８
７
円
増
の
３
２
、
４
５

７
円
上
乗
せ
さ
れ
大
き
な
負
担
増
と
な
り
ま

す
。

国保料 負担の限界を超える
一人当たり年間9,447円引き上げで138,913円へ

国民健康保険料滞納世帯数と割合、資格証明証・短期証発行状

況（2017年予算特別委員会配布資料より）



国
の
社
会
保
障
費
削
減
が

高
額
保
険
料
に

２
０
１
６
年

の
決
算
資
料
に

よ
る
と
国
庫
負

担
率
は
、
２
０

０
６
年
か
ら
２

０
１
５
年
の
10

年
間
で
５
％
以

上
削
減
さ
れ
る

一
方
で
、
保
険
料
は
約
1.4

倍
に
な
り

ま
し
た
。
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
を

国
に
求
め
る
こ
と
と
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
増
額
す
べ
き
で
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
憲
法
25
条

に
基
づ
く
社
会
保
障
の
柱
で
す
。
保
険

料
の
値
上
げ
は
、
負
担
能
力
に
応
じ
て

税
金
や
保
険
料
を
納
め
、
所
得
を
再
配

分
す
る
と
い
う
税
金
や
社
会
保
障
の
機

能
を
弱
め
る
も
の
で
す
。

滞
納
世
帯
の
増
加
は
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
破
壊
へ

国
保
加
入
者
に
毎
年
毎
年
保
険
料
負

担
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
道
は
破
た
ん

し
て
い
ま
す
。
重
い
国
保
料
の
支
払
い

が
生
活
を
困
難
に
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
経
済
失
策
に
よ
り
、
国
民
の
所
得
が

全
体
と
し
て
低
下
す
る
中
で
、
滞
納
世

帯
の
増
加
や
、
病
気
に
な
っ
て
も
必
要

な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
国
民
皆
保
険
制
度
が
根
底

か
ら
破
壊
さ
れ
か
ね
な
い
保
険
料
の
値

上
げ
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

を
行
っ
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
予
算
総

額
９
５
３
億
円
の
内
１
３
４
億
円
を
市

街
地
再
開
発
事
業
に
充
て
大
規
模
開
発

優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
区
民
生
活
を
守
る
予

算
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
各
款
に
つ

い
て
詳
細
に
質
疑
し
、
問
題
点
を
指
摘

す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
提
案
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
区
民
の
命
と

生
活
を
守
る
施
策
を
予
算
化
す
る
と
い

う
基
本
に
立
っ
て
、
費
用
弁
償
の
廃
止

等
や
交
際
費
な
ど
の
経
費
の
縮
減
で
ム

ダ
を
省
き
、
簡
素
で
効
率
的
な
区
民
本

位
の
行
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
。
一
人

親
家
庭
へ
の
家
賃
助
成
制
度
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
や
歳

末
見
舞
金
の
廃
止
を
中
止
す
る
こ
と
な

ど
を
内
容
と
す
る
予
算
修
正
案
を
提
案

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
他
会
派
か

ら
賛
同
を
得
ら
れ
ず
、
修
正
案
は
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

本
予
算
案
に
は
、
こ
の
間
、
区
議
団

が
各
種
委
員
会
な
ど
で
幾
度
と
な
く
要

望
し
て
い
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
小
学
校
へ
の
配
置
、
み
ん
な
の

食
堂
へ
の
支
援
、
防
災
ア
プ
リ
、
寡
婦

控
除
み
な
お
し
適
用
等
の
実
施
な
ど
、

前
進
し
た
施
策
も

あ
り
ま
す
が
、
本

予
算
を
検
討
し
た

結
果
、
各
会
計
予

算
案
に
反
対
し
ま

し
た
。
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「国庫負担率と国保料収納率の変化」

2017年3月「予算特別委員会」資料より

「大規模再開発中心のまちづくり予算」を賛成多数で可決

日本共産党区議団、区民生活を守るため修正案提出

３
月
13
日
か
ら
，

実
質
審
議
が
開
始
さ

れ
た
「
２
０
１
７
年

度
の
中
央
区
一
般
会

計
、
三
特
別
会
計

（
国
保
・
介
護
・
後

期
）
」
の
予
算
審
議

が
、
延
10
日
間
に
わ

た
り
予
算
特
別
委
員

会
で
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

に
は
、
奥
村
あ
き
子

議
員
と
私
（
加
藤
博

司
）
が
、
区
議
団
を

代
表
し
て
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

新
年
度
の
一
般
会

計
予
算
案
は
、
前
年

比
３
億
円
増
の
９
５

３
億
円
と
な
り
、
7

年
連
続
の
過
去
最
大

の
予
算
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。

区
長
の
所
信
表
明

で
は
「
20
万
都
市
へ

の
幕
開
け
」
と
し
、

「
こ
れ
ま
で
積
み
立

て
き
た
基
金
な
ど
を

有
効
活
用
」
を
行
い

積
極
的
に
予
算
編
成


